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Operations Manager 2007 用の BranchCache 管理パックの概要

BranchCache™ 管理パック (バージョン 6.1.7600.0) では、Windows® 7 および Windows Server® 2008 R2 で使用可能な BranchCache 機能の正常性状態監視およびパフォーマンス レポート用に、全体的な管理ソリューションを提供しています。

BranchCache は、ブランチ オフィスの WAN リンク使用率を下げるために設計された、コンテンツのキャッシュおよび取得のフレームワークです。BranchCache は WAN の帯域幅を最適化するため、メイン オフィスのコンテンツ サーバーからコンテンツをコピーし、ブランチ オフィスの場所にこのコンテンツをキャッシュします。このため、ブランチ オフィスのクライアント コンピューターは WAN 経由ではなくローカルでコンテンツにアクセスできます。BranchCache には 2 つの操作モードがあります。分散キャッシュ モードと ホスト型キャッシュ モードです。ブランチ オフィスのコンテンツ キャッシュがクライアント コンピューター間に分散している場合、BranchCache は分散キャッシュ モードで実行されます。ブランチ オフィスのコンテンツ キャッシュがサーバー コンピューター上にホストされている場合、BranchCache はホスト型キャッシュ モードで実行されます。

BranchCache の操作およびアーキテクチャに関する詳細な技術情報については、Microsoft TechNet の「BranchCache (英語の可能性あり)」を参照してください。

System Center Operations Manager 内で使用される BranchCache 管理パックによって、ブランチ オフィス レベルとシステム レベル両方の IT 担当者および IT 管理者向けに、監視およびレポートのソリューションが提供されます。管理者は正常性の監視によって、ブランチ オフィス全体および各クライアントやホスト型キャッシュ サーバーを含む BranchCache システム全体の正常性を一元的に確認できます。パフォーマンス レポートによって、各ピアで記録される帯域幅使用率の情報が収集および集計されます。この情報には、(帯域幅の節約されている) ピア キャッシュやホスト型キャッシュから取得されるバイト、および (帯域幅の節約されていない) メイン オフィスのコンテンツ サーバーから取得されるバイトが含まれているため、BranchCache によるメリットおよびコスト削減を確認できます。

最新の管理パックとドキュメントの入手

BranchCache 管理パックは、「System Center Operations Manager 2007 カタログ (英語の可能性あり)」から入手できます。

新機能 (バージョン 6.1.7600.0)

BranchCache 管理パックの、このリリースの新機能は次のとおりです。


Windows 7 および Windows Server 2008 R2 の Windows BranchCache 機能の監視およびレポート


BranchCache 展開全体のダイアグラム ビュー


ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスおよび分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスを自動検出する、ブランチ中心のビュー


選択されたブランチ オフィスまたはノードの帯域幅使用および帯域幅節約のレポートを生成するレポート管理パックを含むレポート


インターネット インフォメーション サービス (IIS) を実行する BranchCache が有効な Web サーバー、およびサーバー メッセージ ブロック (SMB) プロトコルを使用する BranchCache が有効なファイル サーバーを含む、コンテンツ サーバーの自動検出


すべての種類の BranchCache ノードの正常性の監視:ホスト型キャッシュ サーバー、ホスト型キャッシュ クライアント、分散キャッシュ クライアント、および BranchCache 対応コンテンツ サーバー (IIS を実行するファイル サーバーおよびサーバー)。


ホスト型キャッシュ モードを使用する各ブランチ オフィスおよび分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの、正常性ロールアップ


現在の構成状態の表示、一般的な解決手順の実行、および一般的な構成オプションの変更を行うタスク


帯域幅消費の情報についてリアルタイムのパフォーマンス収集を許可するパフォーマンス カウンターの表示

サポートされている構成

次の表では、BranchCache 管理パック用にサポートされている構成の詳細を示します。

	構成
	サポート

	Windows Server 2008 R2
	はい、すべてのエディション、32 ビットおよび 64 ビット

	Windows 7
	はい、Ultimate および Enterprise エディション、32 ビットおよび 64 ビット

	エージェントレスの監視
	サポートしていません

	仮想環境
	サポートされています

	ドメインに参加していないシステム
	サポートされています


サポートされる BranchCache 管理デバイスの数は、管理グループでサポートされるエージェント数の制限に基づきます。

はじめに

このセクションでは、管理パックのインポート前に実行が必要な操作、管理パックのインポート後に実行が必要な手順、およびカスタマイズに関する情報について説明します。

管理パックをインポートする前に

BranchCache 管理パックをインポートする前に、管理パックに関する次の制限事項を確認してください。


BranchCache 管理パックは、エージェントレスの監視をサポートしていない


BranchCache 管理パックでは、BranchCache を使用する BITS 関連機能の監視をサポートしていない

BranchCache 管理パックのインポート前に、次の操作を実行します。


BranchCache 管理パックには、Windows Server オペレーティング システム管理パック (バージョン 6.0.6579.0 以上) が必要です。BranchCache 管理パックをインポートする前に、まずこの管理パックをインポートします。


[エージェントのプロパティ] の [セキュリティ] 設定にある [エージェント プロキシ] 設定のチェックをオン (有効) にし、ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィス、および分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの階層的検出を有効にする必要があります。これは、監視対象の BranchCache システムを BranchCache ダイアグラム ビューに表示するために必要な手順です。この設定が BranchCache アプリケーションの検出前に行われていない場合は、設定を変更して OpsMgr Health Service を手動で再起動するか、次の検出サイクルまで待ちます。

この管理パック内のファイル

1.
Microsoft.Windows.BranchCache.MP (バージョン 6.1.7600.0)

2.
Microsoft.Windows.BranchCache.Reports.MP (バージョン 6.1.7600.0)

3.
OM2007_MP_BranchCache.doc

4.
EULA.RTF

BranchCache 管理パックをインポートする方法

管理パックのインポート方法については、「Operations Manager 2007 に管理パックをインポートする方法 (英語の可能性あり)」を参照してください。BranchCache 管理パックのインポート後、上書きおよびその他のカスタマイズを格納する新しい管理パックを作成します。

カスタマイズ用の新しい管理パックの作成

ほとんどのベンダーの管理パックは保護されているので、管理パック ファイルの元の設定は一切変更できません。ただし、上書き、新しい監視オブジェクトなどのカスタマイズを作成し、それらを別の管理パックに保存することができます。Operations Manager 2007 の既定では、すべてのカスタマイズは既定の管理パックに保存されます。ベスト プラクティスとして、代わりに、カスタマイズする保護された管理パックごとに、別の管理パックを作成することをお勧めします。

上書きを格納する新しい管理パックを作成することにより、次の利点を得ることができます。


テスト環境や運用前の環境で作成したカスタマイズを運用環境にエクスポートするプロセスが簡単になります。たとえば、複数の管理パックのカスタマイズを格納している既定の管理パックをエクスポートする代わりに、単一の管理パックのカスタマイズを格納している管理パックだけをエクスポートできます。


既定の管理パックを先に削除しなくても、元の管理パックを削除できるようになります。カスタマイズを格納する管理パックは元の管理パックに依存します。この依存関係のため、カスタマイズを含む管理パックを先に削除しないと、元の管理パックは削除できません。すべてのカスタマイズが既定の管理パックに保存されている場合、元の管理パックを削除するには、あらかじめ既定の管理パックを削除しておく必要があります。


個々の管理パックに対するカスタマイズの追跡および更新が簡単になります。

封印された管理パックと封印されていない管理パックの詳細については、「管理パックの形式 (英語の可能性あり)」を参照してください。管理パックのカスタマイズおよび既定の管理パックの詳細については、「Operations Manager 2007 の管理パックについて (英語の可能性あり)」を参照してください。

オプションの構成

BranchCache 管理パックのインポート後、[監視] ウィンドウのナビゲーション ウィンドウに、自動検出されたオブジェクトの種類が表示されます。オブジェクトの種類の一覧については、「管理パックの機能について」を参照してください。 BranchCache 管理パックによって検出される、オブジェクトの既定の検出構成を変更できます。構成設定を変更するには、Operations Manager 2007 の上書き機能を使用します。

BranchCache 管理パック内でのすべてのオブジェクトの種類の検出は、既定で有効になっています。 オペレーション コンソールの [作成] ウィンドウで自動検出の設定を無効にできます。
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上書きを使用して自動検出の設定を変更するには

	1.
[作成] ウィンドウで [管理パック オブジェクト] を展開し、[オブジェクト検出] をクリックします。

2.
Operations Manager のツール バーで [スコープ] をクリックします。次に、SQL Server® オブジェクトだけが表示されるように、詳細ウィンドウに表示されるオブジェクトをフィルターします。

3.
詳細ウィンドウで、変更するオブジェクトの種類をクリックします。

4.
Operations Manager のツール バーで、[上書き] をクリックし、[オブジェクト検出の上書き] をクリックした後、次のいずれかの操作を行います。


グループの場合は、[種類ObjectTypeNameのすべてのオブジェクト] をクリックします。


すべての他の種類のオブジェクトの場合は、[種類ObjectTypeName の特定のオブジェクト] をクリックします。

5.
[上書きのプロパティ] ダイアログ ボックスで、変更する [有効] パラメーターの [上書き] ボックスをクリックします。

6.
[管理パック] の下の [新規] をクリックして、封印されていないバージョンの管理パックを作成し、[OK] をクリックします。

上書きの設定を変更後、オブジェクトの種類が自動検出されて [BranchCache] の下の [監視] ウィンドウに表示されます。 上書き設定の詳細については、「Operations Manager 2007 の上書き機能 (英語の可能性あり)」を参照してください。


BranchCache 管理パックを Windows Vista® システムにインポートする場合は、次のルールを無効にして、パフォーマンス カウンターが見つからないという警告が出ないようにします。これは、これらのパフォーマンス カウンターが Windows Vista には存在しないためです。


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromCache


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromServer


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromServerNotCached


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheHashBytesReceived


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheBytesRequestedFromServer


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheBytesReceived


Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.OfflineFilesServiceStarted

セキュリティの考慮事項

次のタスクとモニターを実行するには、既定ではローカル システムになっている特権監視アカウントが必要です。


ClientSideServiceBase および ClientSideServiceBase に対する、"BranchCache の状態の確認" を除くすべてのエージェント タスク


セキュリティー正常性のモニター:"ホスト型キャッシュ サーバー認証の状態"


セキュリティー正常性のモニター:"コンテンツ提供へのホスト型キャッシュ サーバー応答の状態"


セキュリティー正常性のモニター:"ホスト型キャッシュ クライアントからのコンテンツ提供の状態"


セキュリティー正常性のモニター:"クライアントからのコンテンツの検出応答のステータス"


セキュリティー正常性のモニター:"コンテンツ ブロック メッセージの状態"

管理パックの機能について

BranchCache 管理パックでは、次の管理シナリオがサポートされています。


シナリオ 1:ホスト型キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスの管理


シナリオ 2:分散キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスの管理


シナリオ 3:ブランチ管理ロールアップの BranchCache ノードの管理


シナリオ 4:BranchCache が有効な Web サーバーの管理


シナリオ 5:ファイル サーバーのハッシュ生成コンポーネントの管理

BranchCache 管理パックのシナリオは、システム管理者およびネットワーク管理者向けに、主に次の 2 つの管理表示に重点を置いています。ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスおよび分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスです。ホスト型キャッシュ サーバー、ホスト型キャッシュ クライアント、および分散キャッシュ クライアントを含む BranchCache ノードの管理シナリオによって、ブランチ管理シナリオへのロールアップが完了します。ノード管理シナリオは、トップ レベルの管理表示を目的とはしていません。BranchCache が有効なコンテンツ サーバーを対象とする管理シナリオも含まれていますが、管理機能は制限されたものとなります。これは、それらのサーバー スタックでの BranchCache コンポーネントのアーキテクチャ上の制限、および HTTP と SMB のサーバー スタックで対応するプロトコル実装のためです。

管理パックが検出するオブジェクト

BranchCache 管理パックで検出されるオブジェクトの種類を、次の表で説明します。すべてのオブジェクトの検出は、既定で有効となっています。オブジェクトの検出については、Operations Manager 2007 ヘルプの「Operations Manager 2007 のオブジェクト検出 (英語の可能性あり)」を参照してください。

	カテゴリ
	オブジェクトの種類
	注

	BranchCache ノード
	ホスト型キャッシュ
	

	BranchCache ノード
	ホスト型キャッシュ クライアント
	

	BranchCache ノード
	分散キャッシュ クライアント
	

	BranchCache ノード
	BranchCache 対応の IIS サーバー
	

	BranchCache ノード
	BranchCache 対応のファイル サーバー
	

	BranchCache の階層
	ホスト型キャッシュ サーバーの階層
	ホスト型キャッシュのブランチの検出

	BranchCache の階層
	ホスト型キャッシュ クライアントの階層
	ホスト型キャッシュ クライアントのブランチの検出

	BranchCache の階層
	分散クライアントの階層
	分散キャッシュ クライアントのブランチの検出

	BranchCache の階層
	BranchCache IIS サーバーの階層
	BranchCache が有効な Web サーバー グループの検出

	BranchCache の階層
	BranchCache ファイル サーバーの階層
	BranchCache が有効なファイル サーバー グループの検出


クラス

次の図に、この管理パックで定義されているクラスを示します。
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ヘルス のロールアップ方法

次の図に、コンポーネントのヘルス状態がこの管理パックでロールアップされるしくみを示します。
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主要な監視シナリオ

シナリオ 1:ホスト型キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスの管理

ホスト型キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスは、ホスト型キャッシュ サーバーを使用するように構成されている 1 台のホスト型キャッシュ サーバーと、1 台以上のホスト型キャッシュ クライアントで構成されます。このシナリオは、ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスがある企業を対象としています。コンテンツ サーバーはこの管理シナリオにロールアップしません。

管理表示は、ブランチ オフィスの BranchCache 全体を単一エンティティとして、その正常性を監視するためのものです。この際、ブランチ オフィス内の各ノードへのドリルダウン機能が使用されます。管理表示はまた、セントラル オフィスのホスト型キャッシュ サーバーおよびコンテンツ サーバーから取得するバイトなど、ブランチ全体の帯域幅節約に関する集計レポートを提供します。

ホスト型キャッシュ ブランチの表示

企業システムの管理者やオペレーターは、System Center Operations Manager コンソール (ホスト型キャッシュ ブランチ) で、ホスト型キャッシュ モードを単一エンティティとして使用する各ブランチ オフィスを監視できます。ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスが複数ある企業の場合、ホスト型キャッシュ ブランチ管理パックの個別のインスタンスをインスタンス化して、管理者が各ブランチ オフィスの状態とレポートを簡単に確認できるようにする必要があります。

各ホスト型キャッシュ ブランチの場合、管理者は次の内容を確認できる必要があります。


ブランチ オフィスおよびホスト型キャッシュ サーバーの正常性。


ブランチ オフィスの帯域幅の節約。


コンポーネントの正常性およびパフォーマンス レポートを含む各監視ノードの詳細表示。
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注意 

ホスト型キャッシュ ブランチのホスト型キャッシュ クライアント数を確実にレポートすることはできません。これは、ホスト型キャッシュ サーバーがブランチ オフィス内のホスト型キャッシュ クライアントの総数を追跡できない可能性があるため、System Center Operations Manager がすべてのクライアントを監視しなければならず、これが Operations Manager エージェントの展開シナリオにない場合があるためです。

ホスト型キャッシュ ブランチの検出

ホスト型キャッシュ ブランチの管理パックによって、ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの存在およびそれが動作可能であるかどうかを検出する必要があります。検出を簡単に行うには、次の 2 つの方法があります。


ホスト型キャッシュ サーバーおよび関連付けられているホスト型キャッシュ クライアントを検出するボトムアップ検出


Active Directory® およびグループ ポリシーの参照を使用して、ブランチ オフィスで指定したサイトおよびすべてのホストを検索するトップダウン検出

ホスト型キャッシュ サーバーの場合、ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスが明確に区別されるため、BranchCache 管理パックでは次で説明するボトムアップ検出が採用されます。

ボトムアップ検出シナリオで次のいずれかの条件が満たされると、ホスト型キャッシュ ブランチの管理パックをインスタンス化できます。

1.
ホスト型キャッシュ サーバーが検出される場合

2.
NULL でないホスト型キャッシュ サーバーが指定された状態で、ホスト型キャッシュ クライアントが少なくとも 1 つ検出される場合

ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスが検出およびインスタンス化された後に、同じホスト型キャッシュ サーバー (または未検出のホスト型キャッシュ サーバー自体) でホスト型キャッシュ クライアントが検出されると、ホスト型キャッシュ ブランチの同じインスタンスに追加 (または参照カウント) されます。

ホスト型キャッシュ ブランチの正常性の監視

ホスト型キャッシュ ブランチの正常性によって、ホスト型キャッシュ ブランチでのホスト型キャッシュ サーバーおよび構成可能なしきい値の正常性、またはすべてのホスト型キャッシュ クライアントの割合がロールアップされます。

ホスト型キャッシュ サーバーが重大または正常でない状態にあると、ブランチ オフィス全体の動作および効率に影響します。これは通常の BranchCache 処理で、すべてのホスト型キャッシュ クライアントが、ホスト型キャッシュ サーバーとの間でデータの要求や提供を行う必要があるためです。したがって、ホスト型キャッシュ サーバーが正常な状態であることはブランチ オフィス全体の正常性にとって重要なことです。ホスト型キャッシュ サーバーの負荷は、ブランチ オフィスの正常性の 1 つの重要な要素です。ホスト型キャッシュ サーバーが過負荷の状態にあると、帯域幅の節約が低減する原因となり、アプリケーションのコンテンツ取得が遅延する可能性があります。これは、ブランチ オフィス内で既存のインストルメンテーションを使用するかアクティブなホスト型キャッシュ クライアント数を追跡して、ホスト型キャッシュ サーバーへの負荷を監視することで測定できます。

ホスト型キャッシュ クライアントのグループによって、ブランチ オフィス全体の正常性に関する別の視点も提供されます。個々のクライアントはホスト型キャッシュ サーバーおよび他のホスト型キャッシュ クライアントの操作にほとんど影響を与えませんが、ほとんどのクライアントが正常でなかったり動作可能でなかったりすると、帯域幅の節約に対して良くない影響が出ます。これは、ホスト型キャッシュ サーバーが後で取得するコンテンツを提供できる十分なクライアントがないためです。正常性監視の規則の 1 つとして、構成可能なしきい値に基づくクライアントの正常性のロールアップがあります。たとえば、60% を超えるクライアントが正常な状態にあれば、ホスト型キャッシュ ブランチの正常性へのロールアップもまた、正常であるはずです。正常な状態でないクライアントが、クライアント全体の 40% を超える場合にのみ、ホスト型キャッシュ ブランチの正常性の状態が警告に変わります。このしきい値はクライアントの割合またはクライアント数のいずれかです。

ホスト型キャッシュ ブランチの帯域幅節約のレポート

BranchCache 展開の主要な成功メトリックは、セントラル オフィスのコンテンツ サーバーから WAN リンク経由でコンテンツを取得するのではなく、ブランチ オフィス内でローカルにコンテンツを取得することによって、帯域幅を節約できることです。ブランチ オフィスのパフォーマンス レポートの主な目的は、ホスト型キャッシュ サーバーから取得するコンテンツ部分 ("キャッシュからのバイト") と、セントラル オフィスのコンテンツ サーバーから取得するコンテンツ ("サーバーからのバイト") の合計バイト数を収集することです。これは、ホスト型キャッシュ ブランチのシナリオでは次の 2 つの方法で実行できます。


ホスト型キャッシュ サーバーから、"キャッシュからのバイト" および "サーバーからのバイト" を収集する (この場合、パフォーマンス モニター カウンターが統計を指示する)


各ホスト型キャッシュ クライアントから "キャッシュからのバイト" および "サーバーからのバイト" を収集し、これらのカウンターを System Center Operations Manager のバックエンドのレポート データ ウェアハウスで集計する

ホスト型キャッシュ サーバーから収集する場合、"キャッシュからのバイト" が一番正確です。これは、ブランチ内で一部のホスト型キャッシュ クライアントが検出および監視されていない可能性があるためです。すべてのホスト型キャッシュ クライアントから集計する場合、"サーバーからのバイト" の方が正確です。これは、複数のクライアントがコンテンツ サーバーから同じデータ ブロックを取得し、ホスト型キャッシュ サーバーに対して提供するというシナリオのためです。ホスト型キャッシュ サーバーでは、最初に提供される各ブロックだけが受け付けられ、カウントされます。他に可能性のあるシナリオとして、クライアントから提供されるブロックが、ディスク領域の不足やその他の理由によって拒否されるという場合があります。

BranchCache ノードのインストルメンテーションでは、合計バイト数のほか、BranchCache を使用する次の各サポート対象プロトコルのカウンターも提供されます。BITS、HTTP、SMB その他です。これにより、ブランチ オフィス内のすべてのアプリケーション プロトコルの、BranchCache 使用率および帯域幅節約に関する情報を確認できます。以上の説明と同じ方法で、プロトコル固有のバイト数が収集できます。

シナリオ 2:分散キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスの管理

分散キャッシュ モードで BranchCache を使用するブランチ オフィスは、同じブランチ内の分散キャッシュ クライアントのセットで構成されます。このシナリオは分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスがある企業を対象としています。管理シナリオには、ホスト型のキャッシュ サーバーまたはコンテンツ サーバーは含まれません。

管理表示は、ブランチ オフィスの BranchCache 全体を単一エンティティとして、その正常性を監視するためのものです。この際、ブランチ内の各ノードへのドリルダウン機能が使用されます。管理表示はまた、ホスト型キャッシュ ブランチのシナリオと同様に、ブランチ全体の帯域幅節約に関する集計レポートを提供します。

分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスと、ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの間には、管理上の観点から主に 2 つの違いがあります。分散キャッシュのシナリオでは、ブランチ オフィス内の分散キャッシュ クライアント間でホスト型キャッシュ サーバーおよびサブネット スコープが共有されることはありません。つまり、クライアントは同じサブネット上のクライアントからのみ、コンテンツの検出および取得ができます。

この管理目的は基本的にホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスと同じですが、分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスにとっては、このセクションで説明する相違点があるために達成がより難しいものとなっています。

分散キャッシュ ブランチの表示

企業システムの管理者やオペレーターは、System Center Operations Manager コンソール (分散キャッシュ ブランチ) で、分散キャッシュ モードを単一エンティティとして使用する各ブランチ オフィスを監視できます。ホスト型キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスが複数ある企業の場合、分散キャッシュのブランチ管理パックの個別のインスタンスをインスタンス化して、管理者が各ブランチ オフィスの状態とレポートを簡単に確認できるようにする必要があります。

分散キャッシュ ブランチの検出

分散キャッシュ ブランチの管理パックは、分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの存在およびそれが動作可能であるかどうかを検出する必要があります。ただし分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスの場合、ホスト型キャッシュ ブランチのシナリオとは異なり、ボトムアップ検出が動作しない可能性があります。検出される各分散キャッシュ クライアントでは、ブランチの論理定義を、サブネットにあるすべてのクライアントのサブネット プレフィックスとすることができます。この方法は、各クライアントが構成済みの複数の IP アドレス、または IPv6 リンク ローカル プレフィックスや IPv4 RFC 1989 プライベート アドレス プレフィックスなどの一般的なプレフィックスを持つことができるため、予測できない結果を生む可能性があります。

このため、Active Directory およびグループ ポリシーの参照を使用するトップダウンのブランチ検出が、唯一の実行可能なソリューションとなります。現在の方法は、Active Directory のサイト属性に基づいて、分散キャッシュ クライアントを集計するというものです。同じ Active Directory サイトのクライアントは、System Center Operations Manager コンソール内の同じ分散キャッシュ ブランチの下にグループ化されます。この方法での問題点は、Active Directory のサイト属性に、複数の IP サブネットが含まれる可能性があるということです。この結果、ブランチの作成および保存が各サブネットの結果を正確に反映しない可能性があります。また、同じ Active Directory サイトの下に複数のブランチ オフィスがある場合、分散キャッシュ ブランチは物理的なブランチの場所にマップされません。分散キャッシュ ブランチが検出およびインスタンス化されると、その後の同じブランチのクライアント検出は同じインスタンスに追加されます。

分散キャッシュ ブランチの正常性の監視

分散キャッシュ モードを使用するブランチ オフィスにはホスト型キャッシュ サーバーのような中央コンポーネントがないため、分散キャッシュ ブランチの正常性に基づいて、ホスト型キャッシュ ブランチの正常性の場合と同様に判断を行うことはできません。この種類の分散設定および共同設定の場合、他のクライアントの操作に関するブランチ全体の正常性に対して、各クライアントが個別に大きな影響を持つわけではありません。唯一判断できるのは、正常なクライアント数が構成可能なしきい値より少なくなった場合 (すべてのクライアントの 15%、または 5 クライアントにまで落ちた場合など) です。この場合、管理者は分散キャッシュ ブランチの正常性を、正常から警告に変更することを検討するかもしれません。しかし、特にクライアント数の少ないブランチ オフィスの場合、この判断は正しくない場合があります。

分散キャッシュ ブランチの帯域幅節約のレポート

レポート シナリオはホスト型キャッシュ ブランチのシナリオと同じです。ただし、ブランチ オフィスに (ホスト型キャッシュ サーバーなどの) 中央コンポーネントがないため、カウンターが各クライアントから収集され、System Center Operations Manager のバックエンド レポート データ ウェアハウスで集計されるという点が異なります。

シナリオ 3:ブランチ管理ロールアップの BranchCache ノードの管理

System Center Operations Manager インフラストラクチャが設定されているサイトまたはブランチ オフィスでは、システム管理者は BranchCache 管理パックを使用して、BranchCache クライアント コンポーネントの状態の監視およびレポートを行うことができます。これには、コンポーネント全般の正常性、ブランチ オフィス展開内で集計される各帯域幅の節約、ブランチ オフィス内で他のピアにサービスを提供しているクライアントの帯域幅の使用率、およびホスト型キャッシュ サーバーが到達可能であるかどうかの検出などが含まれます。ノード管理には、分散キャッシュ クライアント ノード、ホスト型キャッシュ クライアント ノード、およびホスト型キャッシュ サーバー ノードが含まれます。

ノードの検出

各システムでレジストリ キーを確認することで、ノードを検出できます。レジストリ キーおよびその値の一覧は、要件のセクションで指定されます。

ノードの正常性の監視

これは、分散キャッシュ クライアントおよびホスト型キャッシュ クライアントを含む、クライアントの役割での BranchCache コンポーネントの汎用コンポーネントの正常性です。この正常性の状態はさらに可用性、構成、パフォーマンス、およびセキュリティの面で分類されます。実装は総体的なものなので、BranchCache サービスを (キャッシュ マネージャー、検出マネージャーなどの) 小さいコンポーネントに再分割しても、問題点の診断および解決はできません。代わりに、BranchCache サービスは監視上の観点からモノリシック コンポーネントとして扱われます。

システム管理者は正常性の状態を監視することで、可用性、構成、パフォーマンス、およびセキュリティに関する問題を検出し、モニターでエンコードされるナレッジを使用して、サービスの再起動、ファイアウォールの構成、ハード ドライブ領域の再割り当てなどを行うことで、問題点の診断または解決を行うことができます。

ノードの帯域幅節約のレポート

ブランチ オフィスでの BranchCache の展開後、システム管理者は System Center Operations Manager を使用して各ノードの帯域幅節約のポーリングおよび監視を行うことができます。この情報はブランチ オフィスまたは企業の統計に集計されます。帯域幅の消費情報によって、BranchCache の有効性をさまざまな点から判断できます。また、クライアント、コンテンツ サーバー、ホスト型キャッシュ サーバー間の帯域幅の使用パターンおよび対話に関する情報を得ることもできます。レポートには、指定期間内での各サポート対象プロトコル (BITS、SMB、HTTP) の帯域幅の節約と消費に関する情報、およびノードの合計も含まれます。

シナリオ 4:BranchCache が有効な Web サーバーの管理

サーバー管理シナリオは、ホスト型キャッシュ ブランチのシナリオでのホスト型キャッシュ サーバーではなく、BranchCache が有効なコンテンツ サーバーを対象としています。Windows Server 2008 R2 では、BranchCache が有効なコンテンツ サーバーが 2 種類サポートされています。Web サーバーとファイル サーバーです。ここでは、BranchCache が有効な Web サーバーの管理シナリオについて説明します。

BranchCache が有効な Web サーバーの表示

管理表示には、BranchCache が有効な Web サーバーのトップ レベルのグループが表示されます。各サーバーはグループ内で個別に監視されます。管理コンソールに次の内容が表示されます。

1.
各サーバーおよびその正常性の状態

2.
各サーバーのパフォーマンス カウンター

3.
各サーバーおよび (すべてのサーバーから集計される) 企業全体の帯域幅節約に関するレポート

BranchCache が有効な Web サーバーの検出

BranchCache が有効な Web サーバーは、Web サーバー (IIS) の役割および BranchCache 機能がサーバーにインストールされていることを確認することで検出されます。Web サーバーが検出されると、BranchCache が有効な Web サーバー (IIS) のグループは System Center Operations Manager のリモート管理サーバー上でインスタンス化されます。その後検出される BranchCache が有効な Web サーバーはすべて、グループのインスタンスとして追加されます。

BranchCache が有効な Web サーバーの正常性の監視

BranchCache が有効な各 Web サーバーは、個別に監視されます。サーバー間には通常論理関係がないため、正常性ロールアップはありません。

BranchCache が有効な Web サーバーのパフォーマンス レポート

BranchCache 管理パックにはパフォーマンス カウンター表示があり、BranchCache が有効な各 Web サーバーのパフォーマンス カウンターを監視できます。また管理パックでは、パフォーマンス カウンターの集計結果から帯域幅の節約を計算するレポートを提供しています。このレポートには、BranchCache が有効なすべての Web サーバーおよび各サーバーの節約を集計した、企業全体の帯域幅節約の合計が表示されます。

シナリオ 5:ファイル サーバーの BranchCache ハッシュ生成コンポーネントの管理

ここでは、ファイル サーバーの BranchCache ハッシュ生成コンポーネントの管理シナリオについて説明します。

BranchCache ハッシュ生成の管理表示

管理表示には、BranchCache が有効なファイル サーバーのハッシュ生成コンポーネントの、トップ レベルのグループが表示されます。各コンポーネントはグループ内で個別に監視されます。管理コンソールに、各コンポーネントおよびその正常性の状態が表示されます。

BranchCache ハッシュ生成コンポーネントの検出

BranchCache ハッシュ生成コンポーネントは、ハッシュ生成コンポーネントのレジストリ キーおよび値を確認することで検出されます。ハッシュ生成コンポーネントが検出されると、BranchCache ハッシュ生成コンポーネントのグループは System Center Operations Manager のリモート管理サーバー上でインスタンス化されます。その後検出されるコンポーネントはすべて、グループのインスタンスとして追加されます。

BranchCache ハッシュ生成コンポーネントの正常性の監視

BranchCache の各ハッシュ生成コンポーネントは個別に監視されます。ファイル サーバー間には通常論理関係がないため、正常性ロールアップはありません。

BranchCache ハッシュ生成コンポーネントのパフォーマンス レポート

ファイル サーバーおよびハッシュ生成コンポーネントにはアーキテクチャおよびプロトコルの制約があるため、管理パックによって各サーバーの帯域幅節約情報の収集および計算を行うことはできません。

付録: レポート

この管理パックには以下のレポートが含まれています。[レポート] コンソールに新しい管理パックからのレポートが表示されるまで、最長で 30 分かかります。4 つのレポートすべてで、ブランチ オフィスで (ホスト型キャッシュまたは分散クライアントの) キャッシュから取得されるバイト数と、元のコンテンツ サーバーから取得されるバイト数が集計されます。レポートは、統計の集計の生成、帯域幅の節約の計算、および BranchCache を使用する別のプロトコルおよび別のシステムによる統計の詳細の表示を行います。詳細については、「管理パックの機能について」にある各監視シナリオのレポート サブセクションを参照してください。


BranchCache クライアントの使用状況の統計と帯域幅の節約 (BranchCache クライアント レポート)


BranchCache ホスト型キャッシュの使用状況の統計と帯域幅の節約 (BranchCache ホスト型キャッシュ レポート)


IIS の使用状況の統計と帯域幅の節約 (IIS レポート)


SMB クライアント側のキャッシュの使用状況の統計と帯域幅の節約 (SMB クライアント側のキャッシュ レポート)

次の表は、レポートに表示されるデータを生成する収集ルールの一覧です。

	ルール
	収集の種類
	レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.SMB.BytesFromCache
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.SMB.BytesFromServer
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.BITS.BytesFromCache
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.BITS.BytesFromServer
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.WININET.BytesFromCache
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.WININET.BytesFromServer
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.WINHTTP.BytesFromCache
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.WINHTTP.BytesFromServer
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.Other.BytesFromCache
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.Other.BytesFromServer
	パフォーマンス
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientSideServiceBase.Performance.ServiceStartedEvent
	イベント
	BranchCache クライアント レポート

BranchCache ホスト型キャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.KernelMode.Performance.ServerCacheMissBytes
	パフォーマンス
	IIS レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.KernelMode.Performance.ClientCacheMissBytes
	パフォーマンス
	IIS レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.KernelMode.Performance.HashBytes
	パフォーマンス
	IIS レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.KernelMode.Performance.ProjectedServerBytesWithoutCaching
	パフォーマンス
	IIS レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ServerSideServiceBase.Performance.ServiceStartedEvent
	イベント
	IIS レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromCache
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromServer
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.ApplicationBytesFromServerNotCached
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheHashBytesReceived
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheBytesRequestedFromServer
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.BranchCacheBytesReceived
	パフォーマンス
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.Performance.SMB.OfflineFilesServiceStarted
	イベント
	SMB クライアント側のキャッシュ レポート


付録: スクリプト

	スクリプト
	目的
	ルール/タスク

	BranchCache.HostedCacheClientNodeHierarchy.Discovery.vbs
	グループ ポリシーが指定するホスト型キャッシュ サーバーに基づき、このコンピューターが属するホスト型キャッシュ ブランチを検出します。
	ホスト型キャッシュ クライアント ノード階層の検出

	BranchCache.HostedCacheServerNodeHierarchy.Discovery.vbs
	ホスト型キャッシュ サーバーの名前に基づき、このコンピューターが属するホスト型キャッシュ ブランチを検出します。
	ホスト型キャッシュ ノード階層の検出

	BranchCache.DistributedCacheClientNodeHierarchy.Discovery.vbs
	AD サイト属性に基づき、このコンピューターが属する分散キャッシュ クライアント グループを検出します。
	分散キャッシュ クライアント ノード階層の検出

	BranchCache.IISNodeHierarchy.Discovery.vbs
	このコンピューターが属する BranchCache 対応の IIS サーバー グループを検出します。
	IIS ノード階層の検出

	BranchCache.FileServerNodeHierarchy.Discovery.vbs
	このコンピューターが属する BranchCache 対応のファイル サーバー グループを検出します。
	ファイル サーバー ノードの階層の探索

	Microsoft.Windows.BranchCache.HostedCacheClient.FixLocation.vbs
	このタスクでは、(末尾に NULL 文字を追加することで) ホスト型キャッシュの場所の形式を修正します。このタスクは、無効なホスト型キャッシュ クライアントの検出の問題を解決します。

マシンがグループ ポリシーを使用して構成されている場合、このタスクによる影響はありません。
	レジストリ内のホスト型キャッシュの名前の形式の修正

	Microsoft.Windows.BranchCache.CompositeWriteActionForTask.SetHostedCacheName.vbs
	このタスクでは、クライアントがホスト型キャッシュとの接続に使用していた名前で、ホスト型キャッシュが構成されます。正しい名前を指定するには、タスクのパラメーターを上書きします。
	クライアントが使用する、ホストされるキャッシュの名前の指定

	Microsoft.Windows.BranchCache.HostedCacheServer.SetServiceTask.vbs
	このタスクによってマシンがホスト型キャッシュとして再構成され、適切なファイアウォール ルールが有効になります。マシンがグループ ポリシーを使用して構成されている場合、このタスクによる影響はありません。このタスクによって、ホスト型キャッシュ ポートの SSL 証明書のバインドが修正されることはありません。ホスト型キャッシュが使用する SSL 証明書のバインド方法については、展開ガイドを参照してください。
	ホスト型キャッシュ モードの再構成

	Microsoft.Windows.BranchCache.HostedCacheServer.AddUrlAclTask.vbs
	このタスクによって、クライアントがホスト型キャッシュにデータを提供できるように HTTP 名前空間の予約がリセットされます。
	HTTP 名前空間の予約のリセット

	Microsoft.Windows.BranchCache.ClientBase.AddUrlAclTask.vbs
	このタスクによって、他のピアまたはホスト型キャッシュがデータを取得できるように、HTTP 名前空間の予約がリセットされます。
	HTTP 名前空間の予約のリセット
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